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春日中ブロック発表会、子供たち頑張りました！

須玖小学校という違った教室環境の中で、３クラス（２の３、３の３、５の２）の子供

たちは、頑張りました。私は我が子供を見守る心境でした。そして、子供たちを見て、そ

の姿に胸が熱くなりました。

他の学校の参観して頂いた先生方からも、お褒めの言葉をたくさんもらいました。また

一つ本校の子供たちの素晴らしさを実感できた一日でした。

地域連携授業参観への参加、ありがとうございました。

この取組は、自分たちが住んでいる地域の「人・もの・こと」を生かして、具体的な体

験活動やその道の専門家の話を聞くことなどを通して、授業を展開していくものです。

本校では、「地域連携カリキュラム」を作成し、そのカリキュラムに沿って、年間を通

して授業を行っていきます。子供たちは、自分たちの地域とかかわりながら、それぞれの

学年に応じた内容を理解し、学んでいきます。

子供たちが生き生きと活動したり、自分で考え、また友達の考えを聞いて、

自分の考えが深まったりする姿をご覧いただけたでしょうか。

なお、外国語活動を２年生が３クラス公開しました。

＜寸詞＞

朝の昇降口、１年生児童がなかなか校門に入れませんでした。私も声をかけましたが、

うまくいきません。その時、後で登校してきた４，５名の１年生男女が、「入ろう」と

声をかけ、後ろから押しています。その児童は、みんなと一緒に校門から入りました。

私はその光景を見ていました。すると、その押して入ってくれた１年の男子が、私の

方を振り返り、にっこりして、私に向かって、

１年男児 「ありがとうございました。」

朝から、すがすがしいいい気持ちでした。

昼過ぎ、出張に出ようと車に乗り込み、校門の前へ

すると、飼育栽培委員会で花に水やりをしていた５年男子が、水やりを止めて、急い

で校門へ行き、戸を開けてくれました。

私「ありがとう。」 ５年男子「閉めておきます。」

これも、素敵な時間でした。
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